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● 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
開
催 

５
／
17
（
土
） 

 

令
和
７
年
度
の
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
開
催
を
御
案
内
い
た
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
、
宜
し
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
は
五
月
半
ば
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
初
夏
の
す
が
す
が
し
い
空
気
に

包
ま
れ
て
文
芸
を
志
す
仲
間
が
集
い
、本
会
の
今
後
の
方
針
や
新
し
い
試
み
に

つ
い
て
有
意
義
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。Ａ
Ｉ
に
よ
る
社
会
の
変
革
が
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
及
ん
で
、
人
と
人
の
関
係
が
揺
ら
ぎ
そ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
肌
の
温

か
み
を
感
じ
ら
れ
る
交
流
が
、
な
に
よ
り
も
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
役
員
改
選
の
年
に
当
た
っ
て
い
て
、
新
理
事
お
よ
び
新
役
員
の

方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
御
信
任
を
頂
き
た
く
、
ぜ
ひ
御
足
労
く

だ
さ
い
ま
せ
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
久
し
ぶ
り
に
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

総
会
審
議
に
先
立
っ
て
、
本
県
が
誇
る
歌
謡
曲
、
民
謡
等
々
の
作
詞
家
で
あ

ら
れ
る
高
須 

郷
様
（
当
会
理
事 

東
根
泰
章
様
）
の
作
詞
人
生
を
振
り
返
え

ら
れ
て
の
講
演
『
歌
謡
詩
を
作
っ
て
６
０
年
』
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

ま
た
令
和
６
年
度
と
く
し
ま
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
表
彰
式
を
併
せ
行
い
ま
す

の
で
、
素
晴
ら
し
い
作
者
と
そ
の
作
品
に
拍
手
喝
采
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

総
会
は
左
記
の
式
次
第
で
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
講
演
、
総
会
そ

し
て
そ
の
後
の
ラ
ン
チ
会
食
に
、
宜
し
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会 

 

日
時 

令
和
７
年
５
月
17
日
（
土
） 

９
時
30
分 

受
付
開
始 

     

10
時
開
会
～
総
会
～
午
後
２
時
頃
、
懇
親
会
閉
会 

 
 

場
所 

阿
波
観
光
ホ
テ
ル 

３
Ｆ
ロ
イ
ヤ
ル
パ
レ
ス 

 
 
 
 
 

徳
島
市
一
番
町
３
ー
16
ー
３ 

 
 
 
 
 
TEL 

088

ー622―
5161 

（
本
通
信
に
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
案
内
と
参
加
申
込
葉
書
を
同
封
し
ま
す
） 

式
次
第 

１
、 

開
会
の
辞 

２
、 

会
長
挨
拶 

 

３
、
講
演 

「
歌
謡
詩
を
作
っ
て
６
０
年
」 

         

講
師   

高
須 

郷 

様 

作
詞
家
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
正
会
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事 

４
、 

令
和
６
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式 

 
５
、
総
会 

 

 
 
 

一
、
新
会
員
・
新
理
事
紹
介
、
会
規
約
変
更
の
審
議 

二
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告 

三
、
令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告 

四
、
会
計
監
査
報
告 

五
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画 

六
、
令
和
７
年
度
収
支
予
算 

七
、
連
絡
事
項
お
よ
び
質
疑
応
答 

 
 

６
、
閉
会
の
辞 

 
 

７
、
ラ
ン
チ
会
食
（
会
食
会
費 

３
、
０
０
０
円
） 

（
記
、
会
場
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
は
、
徳
島
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
、
ま
た

立
体
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
） 

● 

令
和
６
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞 

 

令
和
６
年
度
刊
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
」
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
42
の
掲
載
作
品

の
中
か
ら
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
優
秀
作
品

を
、
令
和
６
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。 

作
品
全
体
に
優
れ
た
作
品
を
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
と
し
、
そ
の
タ
イ
ト
ル

（
題
名
）
が
機
知
に
富
み
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
作
品
を
タ
イ
ト
ル
賞
と

し
て
表
彰
致
し
ま
し
た
。
文
芸
作
品
の
評
価
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
最
適
な
評
価
を
顕
わ
す
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
表
彰
の
形
を
と
っ

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
Ａ
部
門
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
並
び
に
次
点

の
作
品
は
、
徳
島
市
民
文
芸
集
『
ま
ゆ
や
ま
』
に
掲
載
さ
れ
、
よ
り
広
く

紹
介
さ
れ
ま
す
。 

・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
作
品
（
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
） 

Ａ
部
門
（
散
文
） 

 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞 

「
箱
膳
」 

 
 
 
 
 

吉
田 

徳
子 

様 

 
 
 

次
点 

 
 
 
 
 

「
マ
ン
ハ
の
子
守
歌
」 

竹
内 

紘
子 

様 

    

タ
イ
ト
ル
賞        ｢

老
春
っ
て
な
ん
だ｣ 

 

東
條 

孝    

様 

 
 
 

次
点 

 
 
 
 
 

「
ク
ワ
バ
ラ
ク
ワ
バ
ラ
」
小
川 

公
三 

様 
 
 
 
 
 

Ｂ
部
門
（
短
詩
） 

 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞 

「
空
か
ら
人
が
」 

 
 

山
本 

枝
里
子
様 

 
 
 

次
点 

 
 
 
 
 

「
川
柳 

青
い
味
」 

 

黒
田 

る
み
子
様 

 
 

タ
イ
ト
ル
賞 

 
 
 

「
開
け
て
は
な
ら
ぬ
」 

松
尾 

初
夏 

様 

 
 
 

次
点 

 
 
 
 
 

「
空
か
ら
人
が
」 

 
 

山
本 

枝
里
子
様 
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● 

第
26
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
作
品
募
集
（
期
間
４
月
１
日
～
６
月
30
日
）  

 
令
和
７
年
度 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
徳
島
新
聞
社
共
催
「
第
26
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
の
応
募
作

品
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ご
自
分
の
心
の
思
い
や
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
書
き
、
人
の
心
に
伝
え
ま
し

ょ
う
。
随
筆
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
読
ん
で
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
あ
れ
ば
良
い
の
で

す
。
ど
な
た
で
も
書
き
得
る
最
も
手
近
な
文
芸
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
友
達
と
も
誘
い
合
っ
て
、
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

【
応
募
規
定
】 

応
募
規
定
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

一
、
応
募
資
格 

徳
島
県
内
在
住
者
ま
た
は
徳
島
県
出
身
者 

二
、
形
式 

 
 

随
筆
・
主
張
な
ど
の
散
文 

三
、
内
容 

 
 

自
由 

四
、
１
人
１
編 

未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品 

五
、
書
式 

１
、 

文
字
数 

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以
上
５
枚
ま
で
。（
作
品
名
、
氏
名
を
含
む
） 

２
、 

各
紙
面
右
下
に
、
必
ず
ペ
ー
ジ
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３
、 

手
書
き
作
品
の
場
合
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
判
縦
書
き
で
、
わ
か
り
や

す
い
文
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

４
、 

作
品
１
行
目
に
作
品
名
、
２
行
目
に
氏
名
を
書
き
、
３
行
目
か
ら
本
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

５
、 

必
ず
規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
が
な
い
場
合
、
別

紙
に
次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
原
稿
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

➀
氏
名 

②
電
話
番
号 

③
郵
便
番
号 

④
住
所 

⑤
年
齢
（
学
生
、
生
徒
の
場
合
、
学
校
名
） 

        

⑥
作
品
名 

 

（
個
人
情
報
は
、
本
募
集
に
関
す
る
以
外
に
は
使
用
せ
ず
、
厳
重
に
管
理
致
し
ま
す
） 

６
、 

作
品
の
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
外
国
の
方
も
日
本
語
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

７
、
作
品
は
郵
送
に
限
り
ま
す
。
作
品
受
領
後
の
原
稿
の
返
却
、
原
稿
の
訂
正
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
作
品
発
送
の
前
に
十
分
ご
確
認
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

六
、
作
品
の
送
り
先 

 
 
 
 
 
 

〒
７
７
０―

０
８
７
３ 

徳
島
市
東
沖
洲
２
丁
目
１
～
１
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 

徳
島
県
教
育
印
刷
（
株
）
内 

 
 
 
 
 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
第
26
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
係 

七
、
応
募
締
め
切
り 

 

２
０
２
５
年
６
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
） 

八
、
入
賞
発
表 

８
月
下
旬
（
予
定
） 

徳
島
新
聞
紙
上
（
受
賞
者
に
は
、
直
接
連
絡
し
ま
す
） 

 
 

（
詳
細
は
、
別
途
、
第
26
回
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
募
集
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

 

九
、
表
彰
式 

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～ 

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
於
い
て
。 

    

●
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
の
新
し
い
審
査
員
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

構
か
ま
え 

大
樹

だ
い
き 

様 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
前
会
長 

丁
山
俊
彦
氏
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
最
終
審

査
員
４
席
の
う
ち
の
１
席
が
空
席
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
構 

大
樹
先
生
が
、

快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

構 

大
樹
先
生
の
御
紹
介 

 

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院 

学
校
教
育
研
究
科 

 

国
語
科
教
育
コ
ー
ス 

専
任
講
師 

会
員
一
同
、
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

● 

初
め
て
の
「
文
章
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催 

し
ま
し
た
。 

 
 

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
に
臨
ま
れ
る
方
々
、
今
か
ら
随
筆
に
挑
戦
さ
れ
る
方
々
の
た
め
に
。 

令
和
７
年
度
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
作
品
募
集
を
前
に
、
令
和
７
年
３
月
２９
日
、
徳
島
県
立

文
学
書
道
館
に
お
き
ま
し
て
、
随
筆
の
書
き
方
を
は
じ
め
と
す
る
「
文
章
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
初
め
て
随
筆
に
挑
む
方
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
随
筆
に
馴
染
ん
で
こ
ら
れ
た 

ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
も
、
随
筆
と
は
何
か
、
随
筆
の
神
髄
、
随
筆
へ
の
対
応
の
仕
方
な
ど
を
再
吟
味

す
る
上
で
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
恒
常
的
に
続
け
ら
れ
れ
ば
幸
い
で

す
。 

● 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

第
19
回 

徳
島
柳
壇
賞 

優
秀
賞 

 
 
 

松
尾 

初
夏 

  

様 

 
 
 
 
 

第
22
回 

徳
島
文
学
賞 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
句
部
門  

優
秀
賞 

 
 
 

幸
田 

清
子 

 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
句
部
門 

 

最
優
秀
賞 

 
 

竹
内 

菊
世 

 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

東
條 

士
郎 

 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

優
秀
賞 

 
 
 

鎌
田 

明
日
侖 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

二
橋 

満
璃 

 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

早
見 

敏
子 

 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

関 

真
由
子 

 

様 
 
 
 

 

（
記
、 

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
以
上
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。） 
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●
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集Pt.43

作
品
募
集 

始
ま
り
ま
す
。 

 

【
会
員
一
般
作
品
】 

 
 

令
和
７
年
度
の
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
会
員
作
品
の
募
集
を
致
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん 

の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
作
品
も
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
。
よ
ろ
し
く
ご
活
躍 

く
だ
さ
い
。 

【 

募
集
要
項 
】 

 

１
、
原
稿 

 
 
 

散
文
作
品 

随
筆
、
評
論
、
短
編
小
説
な
ど
。 

 
 
 

韻
文
作
品 

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
連
句
、
現
代
詩
、
漢
詩
ほ
か
。 

２
、 

テ
ー
マ
お
よ
び
作
品
の
応
募
方
法 

 
 

・ 

テ
ー
マ 

 

自
由
と
し
ま
す
。
必
ず
タ
イ
ト
ル
（
表
題
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

・ 

応
募
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
基
本
と
し
、
原
稿
に
は
必
ず
ペ
ー
ジ
数
を
ご
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
手
書
き
原
稿
の
場
合
は
、
必
ず
コ
ピ
ー
を
２
通
と
り
、
そ
の
う
ち
の
１
通
と
本
稿
と
を

お
送
り
下
さ
り
、
残
る
１
通
を
ご
自
身
の
控
え
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

・ 

原
稿
受
取
り
次
第
、
そ
の
旨
、
確
認
の
電
話
を
致
し
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
番
号
を
ご
明
記
く

だ
さ
い
。
ご
投
函
後
、
２
～
３
日
た
っ
て
も
、
原
稿
受
理
の
連
絡
が
な
い
場
合
、
お
手
数
で
す
が
、

確
認
の
た
め
編
集
担
当
者
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※

原
稿
を
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
で
お
送
り
い
た
だ
け
る
と
、
後
の
編
集
が
お
お
い
に
助
か
り
ま
す
。 

メ
ー
ル
ご
使
用
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

３
、
原
稿
締
め
切
り 

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
末
日
（
必
着
） 

４
、
原
稿
送
付
先
（
編
集
担
当
） 

〒771

―4262 

徳
島
市
丈
六
町
長
尾62

ー15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

真
由
子 

宛 

 
 
 
 
E-Mail 

mayu0204@ma.pikara.ne.jp 

        Tel.  
  088-645-1840 

５
、
作
品
の
掲
載
負
担
金
に
つ
い
て 

 
 
 

見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
負
担
金
８
，
０
０
０
円
、
追
加
１
ペ
ー
ジ
毎
３
，
０
０
０
円
加
算
さ
せ
て 

頂
き
ま
す
。
時
節
柄
、
何
卒
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
丁
山
前
会
長
の
追
悼
文
】 

 
 

掲
載
無
料 

    

長
年
本
会
に
尽
く
さ
れ
て
会
の
発
展
に
邁
進
さ
れ
、
本
県
の
文
学
発
展
に
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
を
さ

れ
た
丁
山
俊
彦
前
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
は
、
会
長
ご
就
任
中
に
病
に
倒
れ
ら
れ
、
薬
石
の
効
な
く
不

帰
の
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
こ
れ
ま
で
の
御
恩
義
を
表
し
て
、
会
員
各
自
の
心
か
ら
の
追
悼
文

を
お
寄
せ
頂
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
次
段
つ
づ
く
） 

 
 

（
前
段
か
ら
） 

 
 

文
面
は
自
由
で
す
が
、
表
題
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
文
字
数
を
、
３
０
０
字
以
上
５
０
０
字
以
内

に
纏
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
追
悼
文
の
掲
載
は
無
料
で
す
。 

 
 

追
悼
文
締
め
切
り 

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
９
月
末
日
（
必
着
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
の
一
般
作
品
と
同
じ
締
切
日
で
す
） 

追
悼
文
送
り
先 

 

〒770

―0865 

徳
島
市
南
末
広
５
番70

―606 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口 

久
雄 

宛 

 
 
 
 
E-Mail 

tng1701e@nifty.com 

        Tel.  
 088

―624

―1187 

●
爽
や
か
な
秋
風
と
共
に 

秋
の
文
学
散
歩 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

秋
の
文
学
散
歩
が
10
月
初
旬
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
徳
島
新
聞
社
印
刷
セ
ン
タ
の

見
学
会
は
、
活
字
印
刷
の
時
代
を
生
き
た
面
々
に
は
、
目
を
見
張
る
こ
と
ば
か
り
で
、
非
常
に
有
意
義

な
経
験
で
し
た
。
本
年
度
も
意
義
深
く
楽
し
い
文
学
散
歩
を
計
画
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
計
画
確
定

次
第
、
次
号
（
通
信
第
２
０
１
号
）
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
屋
外
に
出
て
、
秋
の
空
気
の
中

で
、
徳
島
市
渭
北
地
区
の
文
学
史
蹟
を
め
ぐ
る
散
策
を
念
頭
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
奮
っ
て

ご
参
加
下
さ
り
、
徳
島
の
隠
れ
た
文
学
跡
を
楽
し
み
つ
つ
、
爽
や
か
な
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●

ひ
と
り
ご
と
欄 

 
 
 

「
私
の
お
す
す
め
の
逸
冊
」 

 
 

編
集
子 

 

昨
年
度
の
県
民
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
「
私
の

お
す
す
め
の
一
冊
」
で
あ
っ
た
が
、
編
集
の
当

初
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、「
一
冊
」
な
ら
ぬ
「
逸

冊
」
な
る
単
語
が
何
か
の
風
に
乗
っ
て
流
れ
込

ん
で
き
た
。
当
然
慌
て
る
。
数
冊
の
辞
書
で
調
べ

た
が
、
…
な
い
。
ど
こ
に
も
な
い
。
も
と
も
と
逸

と
い
う
漢
字
は
「
時
期
を
逸
す
る
」
と
い
う
よ
う

に
、「
失
う
」「
誤
る
」「
逃
げ
る
」
な
ど
の
後
ろ

向
き
の
意
味
合
い
に
用
い
る
が
、
こ
こ
が
言
葉

の
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん
の
語
釈
の

中
に
チ
ョ
コ
ッ
と
、「
優
れ
て
い
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
っ
て
、
逸
材
・
逸
文
・
逸
物
の
単
語
を
用

意
し
て
あ
る
。
す
る
と
「
逸
冊
」
と
は
、
優
れ
た

書
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
今
ま
で
の
長

い
人
生
で
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
果
た
し
て
実

在
の
言
葉
だ
ろ
う
か
？
「
逸
」
の
よ
う
に
、
同
じ

文
字
で
も
全
く
異
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
は
漢

字
以
外
に
も
あ
る
。
ま
し
て
、
あ
の
広
大
な
国
土

に
長
大
な
歴
史
と
多
民
族
を
擁
す
る
中
国
で
、
言

葉
の
意
味
合
い
が
全
く
異
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。 

こ
こ
で
持
つ
べ
き
は
真
摯
な
友
や
同
胞
で
あ

る
。
当
惑
す
る
私
を
見
兼
ね
て
、
た
ち
ま
ち
調
査

を
始
め
、「
逸
冊
」
は
神
奈
川
県
内
や
そ
の
近
在
の

書
店
で
の
み
頻
用
さ
れ
て
い
る
単
語
で
あ
る
と

教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。「
最
近
読
ん
だ
逸
冊
」

「
逸
冊
レ
ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
」
と
か
「
ス
タ
ッ
フ
の

今
月
の
逸
冊
」
な
ど
な
ど
。
言
葉
は
臨
機
応
変
に

造
語
し
て
然
る
べ
き
で
、
そ
れ
を
取
捨
選
択
す
る

の
も
、
発
展
の
一
つ
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
文
化
祭

イ
ベ
ン
ト
で
の
大
き
い
利
得
と
な
っ
た
。「
一
冊
」

の
語
呂
合
せ
に
な
っ
て
い
る
の
も
面
白
い
。 
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リ
レ-

エ
ッ
セ
イ 

高
知
県
の
銘
菓 

 

「
土
佐
日
記
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
島
政
行 

 

高
知
市
大
津
乙
の
株
式
会
社
青
柳
が
「
土
左
日

記
」
と
い
う
菓
子
を
販
売
し
て
い
る
が
、
そ
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
は
紀
貫
之
が
土
佐
に
赴
任
す
る
に

あ
た
っ
て
認
め
た
「
土
左
日
記
」
の
冒
頭
の
一
句

が
書
か
れ
て
い
る 

「
を
と
こ
毛
数
と
い
ふ
日
記
と
い
ふ
物
を
ゝ
む

な
も
志
て
心
み
む
と
て
す
る 

」 

 

こ
れ
を
読
ん
で
「
お
や
」
と
思
っ
た
人
が
い
る

だ
ろ
う
。
実
は
私
も
「
お
や
」
と
思
っ
た
ひ
と
り

だ
。
自
分
の
記
憶
す
る
冒
頭
の
一
句
と
は
微
妙
に

違
っ
て
い
る
。
私
の
記
憶
で
は
、 

「
を
と
こ
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
を
む

な
も
し
て
み
ん
と
て
す
る
な
り
」
だ
。 

 

銘
菓
「
土
左
日
記
」
で
は
、「
男
も
す
と
い
ふ
」 

 

私
の
記
憶
で
は
、「
男
も
す
な
る
」 

 

大
し
た
違
い
で
は
な
い
が
、
口
調
が
違
っ
て
い

る
の
で
発
音
す
る
と
調
子
が
外
れ
て
し
ま
う
。 

 

種
を
明
か
せ
ば
、
こ
れ
は
、
定
家
本
と
為
家
本

の
違
い
な
の
で
あ
る
。
紀
貫
之
の
「
土
左
日
記
」

原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
写
本
が
元

の
文
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
も
信
頼
が
置
け
る
と
さ
れ
て
い
る

の
は
為
家
本
で
あ
る
。
そ
の
次
が
定
家
本
。
定
家

と
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
藤
原
定
家
で
、
為
家
は

定
家
の
子
で
あ
る
。 

 

で
は
何
故
（
株
）
青
柳
の
「
土
左
日
記
」
は
原

本
に
最
も
忠
実
と
い
わ
れ
る
為
家
本
を
採
用
せ

ず
、
定
家
本
を
そ
の
商
品
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
だ
し

た
の
ろ
う
か
。
こ
れ
も
種
を
明
か
せ
ば
簡
単
な
こ

と
で
あ
る
。
銘
菓
「
土
左
日
記
」
は 

１
９
５
４

年 
(

昭
和
29
年)

か
ら
販
売
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
最
も
信
頼
で
き
る
写
本
は
定
家
本
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

 

為
家
本
が
発
見
さ
れ
た
の
は
１
９
８
４
年

（
昭
和
59
年
）。
実
に
「
土
左
日
記
」
発
売
か
ら

30
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に

よ
れ
ば
、
為
家
筆
本
は
長
ら
く
行
方
不
明
で
あ

っ
た
が
、
１
９
８
４
年
に
反
町
茂
雄
の
古
書
店

「
弘
文
荘
」
に
持
ち
こ
ま
れ
て
為
家
本
と
確
認

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
７
，
５
０
０
万
円
で

大
学
図
書
館
に
売
却
さ
れ
、
現
在
「
大
阪
青
山
歴

史
文
学
博
物
館
」
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
た
め
、
銘
菓
「
土
左
日
記
」
に
は
発
売
当

初
流
布
し
て
い
た
定
家
本
の
句
が
記
さ
れ
て
い

て
、（
株
）
青
柳
は
、
為
家
本
発
見
の
後
も
頑
な

に
定
家
本
の
表
記
を
続
け
て
い
る
の
だ
。
そ
の

理
由
は
お
そ
ら
く
、
昭
和
29
年
発
売
と
い
う
、

為
家
本
発
見
よ
り
も
30
年
も
前
に
発
売
さ
れ

た
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
た
め
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。 

 

そ
の
せ
い
で
、
私
は
「
お
や
」
と
首
を
捻
り
、

そ
の
理
由
を
知
り
た
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
そ

し
て
日
本
全
国
に
も
、
こ
の
銘
菓
を
手
に
し
て

「
お
や
」
と
思
い
、
私
の
よ
う
に
そ
の
小
さ
な
謎

を
解
こ
う
と
し
た
人
は
た
く
さ
ん
い
た
に
違
い

な
い
。 

 

参
考
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

為
家
筆
本
（
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
、

国
宝
）- 

嘉
禎
２
年
（
１
２
３
６
年
）書
写
［
１
］。

長
ら
く
行
方
不
明
で
あ
っ
た
が
、
１
９
８
４
年

に
反
町
茂
雄
の
古
書
店
「
弘
文
荘
」
に
持
ち
こ
ま

れ
て
為
家
本
と
確
認
さ
れ
、
７
５
０
０
万
円
で

大
学
図
書
館
に
売
却
さ
れ
た 

 

土
左
日
記
と
は
、
高
知
市
の
菓
子
店
「
青
柳 (

あ

お
や
ぎ)

」が
手
が
け
る
お
菓
子
。 1954

年 (

昭

和29

年)

か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

青
柳
の

土
左
日
記
は
、
こ
し
餡
を
入
れ
た
求
肥
（
ぎ
ゅ
う

ひ
）
に
寒
梅
粉 (

か
ん
ば
い
こ)

が
ま
ぶ
さ
れ
た

お
菓. 

                                  

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ 

                                  

 

「
継
続
は
力
な
り
」
と
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
広
島
で
活
躍
し
た
教
育
者
・
求
道

者
で
あ
っ
た
住
岡
夜
光
の
「
賛
嘆
の
詩
」
の
一
節
で
あ
る
と
い
う
。「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
通

信
」
は
、
今
回
で
２
０
０
号
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
や
啓
発
を
発
揮
し
、
力
を
得

た
で
あ
ろ
う
か
。
会
と
会
員
間
の
連
絡
の
用
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
密
度
の
高
い
使
命
が

望
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紙
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
会
員
の
自
由
な
手
記
を
掲
載

し
て
、
本
通
信
を
、
文
に
よ
る
会
員
間
の
交
流
の
手
段
・
掲
示
板
の
役
割
を
も
担
い
、
意
思

疎
通
を
高
め
、
と
も
す
れ
ば
沈
滞
し
が
ち
な
文
芸
活
動
を
活
発
に
し
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
全
体

を
発
揚
で
き
れ
ば
な
ど
と
、
空
想
的
希
望
を
描
く
の
で
あ
る
が
。 

 
 
 
 

編
集
子 

 

短
歌
甲
子
園
を
目
指
し
て 

 
 
 
 
―

短
歌
甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

 

 

全
国
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
「
短
歌
甲
子
園
」
に
徳

島
県
か
ら
も
参
加
す
る
べ
く
、
中
学
生
や
高
校
生
に
呼
び

掛
け
て
、
初
め
て
出
版
し
た
合
同
歌
集
。 

Ａ
５
判
１
３
９
ペ
ー
ジ 

非
売
品 

編
集
・
選
歌 

松
田
一
美 

発
行 

短
歌
甲
子
園
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト 

印
刷 

原
田
印
刷
株
式
会
社 

  

い
わ
し
雲
売
り
ま
す 

こ
の
句
集
は
、
俳
人
、
山
之
口
卜
一
が
俳
句
結
社
「
風
嶺
」

に
参
加
以
来
今
ま
で
の
俳
句
人
生
を
通
し
て
、
凡
そ
６
０

０
０
句
の
中
か
ら
、
３
３
４
句
を
厳
選
し
、
そ
れ
を
抱
卵

期
、
揺
籃
期
そ
し
て
黎
明
期
に
３
区
分
し
て
集
大
成
し
た

も
の
で
、
そ
の
成
長
の
過
程
が
偲
ば
れ
る
。 

四
六
判
１
８
８
ペ
ー
ジ 

私
家
版 

著
者 

山
之
口 

卜
一 

 

印
刷 

原
田
印
刷
株
式
会
社 

 
ほ
ん
の
散
歩
道
《
出
版
の
際
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
》  

―

阿
波
の
歴
史
小
説―

 
 

阿
波
の
契
り
の
も
の
が
た
り 

阿
波
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
「
師
匠
と
弟
子
」「
藩

主
と
家
来
」「
武
士
と
僧
侶
」「
叔
父
と
甥
」「
主
君
と
家

臣
」
の
契
り
な
ど
、「
契
り
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
も

の
が
た
り
」
を
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
綴
り
ま
し
た
。
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
阿
波
の
歴
史
小
説
」
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
も
、
第
十
回
目
に
な
り
ま
す
。
心
に
残
っ
た

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
綴
っ
て
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。 

Ｂ
５
判
３
１
２
ペ
ー
ジ 

定
価
１
２
０
０
円
＋
税 

発
行 

阿
波
の
歴
史 

を
小
説
に
す
る
会 

発
行
者 

鈴
木 

綾
子 

 

連
句
集 

花 

音 

11 

 

今
号
は
十
八
種
の
形
式
を
試
み
て
い
る
。
長
い
も
の

で
百
韻
、
短
い
も
の
で
十
三
仏
行
、
多
種
多
様
の
形
式
で

以
っ
て
、
詩
情
を
模
索
し
て
み
た
。
非
売
品 

Ａ
５
判
２
１
１
ペ
ー
ジ 

編
者 

東
條 

士
郎 

発
行 

三
輪 

和 

印
刷 原

田
印
刷
株
式
会
社 


